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地域保健関係の統計情報
及び1青報の活用例
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地方自治体から「評価」をするための情報を入手する際の法的根拠について

I 地方 自治法第245条の4第 1項に基づくもの

各大臣は、その所掌する事務に関し、地方公共団体の事務の適正な処理に関する情報を提供するため必要な資料の提出
を求めることができる。
・ 国が行う統計調査は、統計法により「基幹統計調査」と「一般統計調査」と定められており、総務大臣の承認を受けなけれ
ばならない。
コ.基幹統計調査(「基幹統計」を作成するために国が行う調査)

例)人 口動態調査、医療施設調査                   |
2.一般統計調査(1.以外の国が行う調査)

例)衛生行政報告例、地域保健・健康増進報告

Ⅱ 補助金等適正化法第14条に基づくもの

補助事業者等は、各省各庁の長の定めるところにより、補助事業等が完了したとき(補助事業等の廃上の承認を受
けたときを含む。)は、補助事業等の成果を記載した補助事業等実績報告書に各省各庁の長の定める書類を添えて

各省各庁の長に報告しなければならない。
例)【難病相談・支援センター事業】

・利用時間、従事者 (難病相談・支援員、日常生活等相談員 )、 活動内容 (各種相談支援 )な ど報告

Щ I及び
=以

外に個別法に基づくもの

例)感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律
(医師の届出)

第十二条 医師は、次に掲げる者を診断したときは、厚生労働省令で定める場合を除き、第一号に掲げる者については直ちにその者の氏名、
年齢、性別その他厚生労働省令で定める事項を、第二号に掲げる者については七日以内にその者の年齢、性別その他厚生労働省令で定
める事項を最寄りの保健所長を経由して都道府県知事に届け出なければならない。
一 ―類感染症の患者、二類感染症、三類感染症、四類感染症又は新型インフルエンザ等感染症の患萱Xは無症拡病厘i杢 保有者及び

新感染症にかかつていると疑われる者
二 厚生労1動省令で定める五類感染症の患者 (厚生労働省令で定める五類感染症の無症状病原体保有者を含む。)

2 前項の規定による届出を受けた都道府県知事は、同項第二号に掲げる者に係るものについては直ちに、同項第二号に掲げる者に係るも

、    のについては厚生労働省令で定める期間内に当該届出の内容を厚生労働大臣に報告しなければならない。       、

※負担の軽減について
・ 統計法 (第27条 )において行政機関が保有する各種の情報を統計の作成に活用する仕組みを整備することにより、統計作成の正確性や効率性を向上させるとともに、

統計調査における被調査者の負担の軽減が明記されている。
・行政管理委員会「補助金事務手続きの簡素合理化方策についての答申」(昭和53年 4月 )において実績報告書及び添付書類の記載事項については、額の確定を行

うための審査に必要な範囲にとどめる必要があると実績報告書及び添付書類の簡素化が明記されている。



地域保健に関連する主な統計一覧(平成17年 4月 ～22年 3月 )
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統 計 調 査 名 調査 周期 調査分野

基幹統計調査 (国 の行政機関が実施)※ 平成21年 3月 以前は指定統計調査

※ 患者調査 3年 福祉・イ斬生

国勢調査 5年 入 ロ

人口動態調査 月 人 口

医療施設調査 月、3年 ネ冨卑止・衛生

国民生活基礎調査 1年

―

“

瀞 計 讃 香

`国

の 行 llt織 閣 案 IF)※ 平 成 21年 3月 以前 1■ 承 認 締 計 調 査

※  人 口務 勧 調 査 5年 人 口

※  世 帯 動 熊 調 査 5年 人 口

5年 人 口

平成 22年 国勢調査事 後調査 5年 人 口

※  国 民牛活基僻調査試験 調査 1回 β晨り 生活・環 境

※ 全国家庭動向調査 5年 生活・I員 境

※  自然 再 生 の推 推 に関 す る青 継 事 調 査 1回限 り 生 活・I貫 靖

※  自動車購 入者に対するアンケート調査 1回 限 り 生活・環境

※  配 侶者からの暴 力の防止 等に関するアンケート調査 1回限り 牛 ,舌・1詈 措

※  消費者団体基本調査

※  男女間における暴 力に関す る調査 不 宇 期 生 活・環 境

藩 士 薩 奎 物 帆 理 堂 能 言m杏 1回限り 生活・環 境

娼措 基 太 言+面 に係 る地 方 公 共 同 体 アンケー ト調 査 1年 生 活・I景 境

廃 葉物排 出 処理状 況調査 1年 生活・I景 境

にやさしい企業行動調査 1年

投資等実 態調査 1年 生活・I景 境

不 宇 期 生活・環 境

家庭の生活実態及び生活意識に関する調査 1回 限 り 生活・環 境

21世紀出生児縦断調査 _ _ _ ¨ _一 ― ―― ―一――
21世紀成年者縦断調査

1年 /1,■・ 1晋 倍

1年 生 ,■・ I害 倍

,k彗 絆責+言m吝 1`= 生 ,■・ 1署 持

景気ウオッチャー調査 月 生活・環 境

1雪 皓 保 緯 サ ー ベ イランス調 香 1イ
=

菖 狂 著 締 晰 言R香 1年 ケ 〕■・I讐 倍

食品ロス統計調査 1回 限 り 生活・I景 境

社会生活基本調査 5年 生 活・環 蟻

V   旧音 基 ,薔 柿 譜 入所 1層 音 雲 調 杏 5年 ,=,I・ ai生

3年 福祉・衛 生

※  平 成 20年 障害福祉サ ービス等経営実態調査 不 申 期

※ 受療行動調査 3年

※ 乳幼児栄養調査 10年 を言,正・緯i4

※  歯 科疾 患実態調査 6年 福祉 衛ヽ生

※  原子爆弾被爆者実 態調査 10年

※ 知的障害児(者 )基礎

※ 高齢者における社会保障に関する意識調査

5年

不定期

福祉 衛生

福祉・衛生

※ 身体障害児・者実態調査 5年 福祉 衛生

※ 全国母子世帯等調査 5年 ネ百莉「・糧i準

※ ホームレスの実態に関する全国調査 不 申期

※  新 待 欄 県雷 ゼ ロ作 成 に基 づ く保 育等 ニー ズ調 査 1回 限り 福 祉・4斬 生

統 計 調 査 名 調査 同期 調査 分野

※ 国民年金被保険者実態調査 3年 福 11.衛 生

※ 小児医療対策に関するアンケート調査 1回 限 り 衛 生

__メニJ邁窒塾整五工          証墾壁ヱことケート調査

※ 高齢者介護介護実態調査

1回 限 り

不 申期

福祉 衛生

福祉 衛生

5年 福祉 偉,生

※ 年金制度基礎調査(老齢年金受給者寒態証動 不定期 福祉 衛生

保健 師活動領 域調査 _____       ―一―一―一二

福力}事 務 PFI見況調査

1年 、3年

1年

福祉 衛生

ネ昌祉 衛生

院内感染対策サーベイランス 月、半年、1年 福祉・偉i生

生活保護母子世 帯調査 1同 開しリ 福祉・僣i生

瞳 宮 福 ネ十サ ー ビス等 イr裏者 机 妥 状 況 等 調 杏 21'221許 贋

1年

福キ止・衛 生

福祉 衡生

病 院 報 告 月 1年 福祉 衛生

歯 科 枯 工 料 調 香 2年 福祉 衛生

歯科診療報酬 の適正な評価を行うための調査 11司 8日 り 衛 牛

歯科 1市 綴関連技術等に関する歯科診療報酬の適正な評価のための調査 1回限り I昌 祉・衛 生

|キ 申 俣 怜 医 蒋 材 業1価格 調 杏 2年 福祉 衛生

医薬品価格調 査 2年 福れL衛生

介 誌 行 事 者 4rti呂 状 況 等 調 香 1回 限 り 福祉 衛生

保険医療材料等使用状況調査 2年 福祉 性i生

全国家庭児童調査 5年 福1卜 衛生

医薬品 医ヽ療 機器 産業実態調査 1年 福祉 衛 生

「医疼 Jの 動 向 1調 杏 月 福祉 .衛 生

福祉 行政報告例 月、1年 福祉 衛生

介護給付費実態調査 月 福祉 |ll生

‖h域俣 lll・ 11廃 増進事 業報告 1年 福祉・偉,生

社 会保障生計調杏 1年 福祉・衛 生

―一――一工聖型鰹慶
==董

J理≧__
医師・歯科医師・薬剤師調査

1年

2年

福祉 緯i生

福祉 偉i生

公的年金力D入状況等調査 3年 福祉 衛生

福祉・1,生年金制度基礎調査 不定期

____二 主鐘型型堕登整艶墜整五堕型郵裂塑皇董匠量型菫 __
国家公務員共済組合年金受給者実態調査

1年

1年

福祉 韓,生

,百 ,1・ (ai`十

衛生行政報告 例 1年 、2年 福力[衛生

食肉検査 等情 報還 元調査 1年 福ll衛生

社会医療診療行為別調査 1年 福祉 推,生

社 会福祉施設 等調査 1年 衛 生

被 保 言ζ者 全 国 一 斉 調 査 1年 福祉 衛生

介諸サービス施設・事業所調査 1年 福祉・偉
'生介護事業実態調査 3年 福祉 tl生

医療扶助実 態調査 1年 福祉 衛 生

早L幼児身体発 育調 査 10年 福祉 韓i生

健康保険・n合 員保険被保険者実態調査 1年 福詢上衛生

nl廃楽物処理事業実態調査 1年 生活・I景 境

※ 国立 私立小学校及び中学校における不登校児童生徒に関する調査

_              鵬 畦 _____二______― ――

1回 限 り

1年

1年

教育 文 化 科学

教育 文 化 千斗学

教育・文 イヒ尋1学

※は、旧法 にお I



評価に関する課題の事例

〔[事罫イタ11〕 「健やか親子21J(母子保健)の評価指標 (69)

評 指 標 の 分 野 (3)価
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(例 )

1-415歳の女性の思春期やせ症 (神経性
食欲不振症)の発生頻度

2-3産後うつ病の発生率

例

一　
　
一

十代の喫煙率

十代の飲酒率

(例 )

1-15食育の取組を推進している地方公共団
体の割合

3-19事故防止対策を実施している市町村の

害1合

保健水準の指標 (20) 住民 自らの行動の指標 (22) 行政 口関係団体等の取組 の指標 (27)

●政府統計で把握できる指標 (12)

(例 )

1-2+代 の人工妊娠中絶率
【衛生行政報告】

3-1周 産期死亡率

【人口動態統計】

●政府統計で把握できる指標 (6)

(例 )

2-4妊娠11週以下での妊娠の届け出率
【地域保健・健康増進事業報告】

2-12出 産後lヶ 月時の母乳育児の割合
'   【乳幼児栄養調査】

【乳幼児身体発育調査】

●政府統計で把握できる指標 (4)

(ク1)

1-16朝食を欠食する子供の割合

,    【国民健康・栄養調査】

2●8 産婦人科医・助産師数

【医師・歯科医師・薬剤師調査】

●政府統計で把握できない指標(8)   |● 政府統計で把握できない指標(16)  |● 政府統計で把握できない指標 (23)

政府統計で把握できない指標値は、厚生労働科学研究費補助金等で把握



〔事例2〕 がん検診

―
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問題点 :r自 治体以外で行つた検診 (保険者、企業、個人 )

については把握できない。

1.回答者 :層化無作為抽出した約 1′000地区の住民

(約 45′ 000人 )

2.内容 :

「あなたは過去1年間にがん検診を受けましたか。これらの
がん検診については、健診等 (健康診断、健康診査及び人
間ドック)で受診したものも含みます。」という質問の回答

3.結果 :受診率

問題点 :・ 全国と都道府県別の受診率はわかるが、層化無
作為抽出した約1,000地 区の住民を対象として調査である
ため、すべての市町村別の受診率は算出不可。
口住民の主観的な回答 (受診の記憶欠如、他の検査をがん
検診と誤解して回答等)

市町村別の受診率は算出不可 ノ、

地域保健・健康増進事業報告

1.回答者 :市町村口特別区

2.内容 :

「『がん予防重点健康教育及びがん検診実施のための指
針』について」(平成10年 3月 老人保健課長通知)にもとづい
て自治体が実施したがん検診の事業結果

3.結果 :対象者数、受診者数、受診率、要精密検査者数、
結果人員数 (異常認めず、がん疑い等 )

がん対策の推進に
必要な指標

自治体ごとの住民のがん検診の受診率
(胃がん、肺がん、大腸がん、

_■
がん、子

国民生活基礎調査

既存の統計・調査では正確な情報を把握することが困難



<1歳 6ヶ月児健診カルテの大項 目>

同一県内の2自 治体の1歳 6ケ月児健診のカルテ及びアンケ■卜用紙の項目①

〔事例 3〕

Ｉ
Ｎ
Ｏ
ト

※※異なる文言は赤で表示

<A >

診
察

体格 旨通・肥満・やせ・低身長

ヨ膚 貧血・湿疹・血管腫

頭頸部 大泉門膨隆・開存・斜頚

胸部 い雑音

腹部 暦ヘルニア瑚重瘤

陰音β 亭留睾丸・陰のう水腫

四肢 D脱 1・ X]却

視聴覚 料視・難聴

その他

<B >

診
察
所
見

全身状態
正常

異常

皮膚
正 常

異常 (貧血・湿疹・血管腫 )

項頸部
正 常

異常 (斜頚 )

視聴覚
正 常

異常 (斜視・難聴 )

拘腹部
正常

異常 (心雑音・腑ヘルニア・腫瘤 )

外陰部
正 常

異常 (ヘルニア・停留睾丸 i陰のう水腫 )

運動発達
正 常

異 常

精神発達
正 常

異常

その他 ( )



同一県内の2自 治体の1歳 6ケ月児健診のカルテ及びアンケート用紙の項目②

Ｉ
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<アンケートの項目(育児に関する部分のみを抜粋)>
A自 治体 B自 治体

育児の相談相手や協力者はいますか 育児について相談する人がいますか

言児の仲間はいますか 育児仲間がいますか

父親 (母親)は育児に参加してくれますか 拾父さんは育児や家事に協力してくれますか
望

癖

鶴
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